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す
。
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会派の抱負
謹賀新年
　私たちは、安心・安全、市民の皆様のいのちとくらし
を守るため、取り組んでまいります。
　本年もご支援の程、宜しくお願い申し上げます。
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河野 英美　三橋 弘明　ますだ よしお

明けましておめでとうございます
　生まれ育った街だからこそ良くしたい。
　企業経営者として培った経験を活かし、スピード、行
動、情熱と斬新な発想で、より良い茂原市を作り出して
いきます。
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田畑 毅　向後 研二

謹んで新春のご祝詞を申し上げます
　私たちは、すべての市民の皆様が健康で安心して暮ら
すことのできるまち茂原の実現を目指し、全力で取り組
んでまいります。
　本年も変わらぬ、ご支援ご協力を宜しくお願い申し上
げます。

西ケ谷 正士　中山 和夫　工藤 孝弘
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明けましておめでとうございます
　コロナ禍をはじめ、様々なことでお困りの方がたくさ
んいると思います。皆様の声をお聞かせください。
　フットワークよく皆様のもとに伺います。
　今年も宜しくお願いいたします。

横堀 喜一郎　高山 佳久
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謹賀新年
　当選回数８期目の経験と知恵、１期目の新しい発想と
行動力を併せ、茂原市政発展のために全力で取り組んで
まいります。
　市民の、市民による、市民のための政治を追及する会
派「緑風会」を本年も宜しくお願い申し上げます。
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HAPPY　NEW　YEAR
　私たち「もばら会」は、市民の皆様が安心・安全で心
豊かに暮らせるまちづくりを目指し、全力で取り組んで
まいります。
　本年も変わらぬご理解とご厚情を切にお願い申し上げ
ます。

も
ば
ら
会

代
表
　
金
　
坂
　
道
　
人

　
　
　
岡
　
沢
　
与
志
隆

　
　
　
杉
　
浦
　
康
　
一

　
　
　
鈴
　
木
　
敏
　
文杉浦 康一　鈴木 敏文　金坂 道人　岡沢 与志隆

公
明
党

代
表
　
山
　
田
　
広
　
宣

　
　
　
石
　
毛
　
隆
　
夫

　
　
　
小
久
保
　
と
も
こ

恭賀新年
　誰もが安心して暮らせる社会へ
一歩でも歩みを進めるため皆様の声に耳を傾け
全力で取り組んでまいります
　本年もご指導を宜しくお願いいたします

石毛 隆夫　山田 広宣　小久保 ともこ

細
谷 

菜
穂
子

新春を寿ぎ
お慶び申し上げます
　本年も宜しくお願い
申し上げます。
　市民の皆様のために
防災強化で安全で住み
やすい環境
づくりと医
療・福祉・
教育文化の
質の向上を
目指してま
いります。

平
　
ゆ
き
子

明けまして
おめでとうございます
　憲法を市政に活かし、
市民の命と暮らし、地
域経済を守るまちづく
りを目指し、全力を尽
くします。
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　新年明けましておめでとうございます。市民の皆様には、健やかで輝かしい新年
をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　茂原市議会では、市民の皆様に議会活動についてお知らせするため、年４回「もば
ら議会だより」を発行しております。議会報編集委員会一同、市議会により関心を
お寄せいただけるよう、限られた紙面ですが、分かりやすく読みやすい紙面づくり
を目指してまいりますので、引き続きご愛読いただきますようお願いいたします｡
　議会報編集委員会
　委員長　小久保　ともこ　　　副委員長　岡　沢　与志隆
　委　員　御　園　敏　之　　　工　藤　孝　弘　　　河　野　英　美
　　　　　高　山　佳　久　　　向　後　研　二

　新型コロナウイルス感染症拡大防止の対応のため、インターネットによる録画
配信での報告会として実施します。多くの皆さまのご視聴をお願いします。
◇配信日時　２月15日(水)午前９時00分から
◇場　　所　茂原市議会ウェブページ
◇内　　容　●議員による定例会の報告等
　　　　　　　①各常任委員会の報告、②各特別委員会の報告
　　　　　　●市民からの意見紹介
　事前に市議会ウェブページの意見募集フォームやFAXなどでお寄せいただいた
ご意見を一部紹介します。※事前のご意見は１月23日(月)までにご提出ください｡

日　程　令和４年10月26日(水)、27日(木)
視察先　新潟県新潟市、三条市
目　的　新潟市　スマート田んぼダム整備促進事業
　　　　三条市　内水対策事業
　新潟市では、スマート田んぼダムについて説明を
受け、検証では、スマート田んぼダム、従来型の田
んぼダムともに、洪水緩和効果が見られたが、作物
への影響等課題も多く、安価で耕作者への影響が少
ない、従来型の田んぼダムを推進していくことが有
効であると感じた。
　三条市では、公共下水道による雨水対策、県と連
携した内水対策、公共下水道を補完する緊急内水対
策の３事業について説明を受けた。整備の進め方
や、事業効果の早期発揮への取り組みは本市の今後
の内水対策事業に大いに役に立つ取り組みであると
感じた。特に緊急内水対策事業による雨水調整池の
整備が進んでおり、公共用地を活用した雨水調整池
整備は、本市としても進めていきたい事業であると
感じた。

～各常任委員会の行政視察報告～
建設経済委員会

日　程　令和４年10月27日(木)、28日(金)
視察先　大阪府守口市、奈良県生駒市
目　的　守口市　幼児教育・保育の無償化
　　　　生駒市　介護予防・日常生活支援総合事業
　守口市では､「未来への投資」という考えのもと、
平成29年４月から世帯の所得に関係なく、０歳～５
歳児までの認定こども園・保育園(所)・幼稚園・小
規模保育事業所等の保育料・授業料(基本部分)の利
用者負担額を無償化している。財源確保・待機児童
対策等の各種取り組みなど、茂原市政に活かすこと
ができる手がかりを多く得ることができた。
　生駒市では、来る超高齢社会に備えるべく、関係
機関・関係者・住民が協働して取り組んでいる地域
包括ケアシステムについて説明を受けた｡「パワーア
ップPLUS教室」をはじめとする介護予防・日常生
活支援に関する各種取り組みを学ぶことができ、大
変有意義であった。

教育福祉委員会
日　程　令和４年11月８日(火)、９日(水)
視察先　静岡県島田市、富士市
目　的　島田市　防災対策
　　　　富士市　移住定住促進の取り組み
　島田市では、12回の講座を受講した市職員に防災マイ
スターという市独自の認定を行い、防災に関するスキル
を身に付ける事業を実施して、危機管理力を高めてい
る。また、自主防災組織率100％である背景には、過去
多くの災害が発生してきた地域として防災に対する市民
の意識レベルが高いことが分かった。防災訓練のマンネ
リ化や役員の高齢化など本市と同様の課題を持ちながら
も組織強化を図っていることに、本市でも市民意識向上
に努める施策の必要性を感じた。
　富士市では、庁内９課で組織する移住定住戦略執行会
議を立上げ、情報交換や新規事業の立案など、庁内連携
を強化しながら取り組んだ結果、5年ほどで大きな成果
を上げた。移住の段階に応じてきめ細やかな施策を展開
するなど、移住検討者や移住者の気持ちに寄り添った対
応が成功の要因であり、とても参考になった｡

総務委員会

編　集　後　記 第７回議会報告会を開催します

議会図書室では、市議会会議録や予算書、
決算書などの行政資料が閲覧できます。

❹

令和5年1月1日 議 会 だ よ り 新年号




